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取扱説明書 

お買い上げいたださありがとラございまず。 

个敬化 I 電気製品はま全のためのま意事項を守らないと、 

レ . "口。 I 火災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り扱いかたを 
示しています。 この取扱説明書をよくお読みのうえ、 製品を安全にお使いくださ 
い。お読みになったあとは、いつでも見られるところに必ずな管してください。 
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ま全のために 


ソニー 製品はま全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品はまち 
びった使いかたをすると、火災や感電などにより死 t や大けびなど人身事故につ 
なびることびあり、を険です。 

事故を防ぐためになのことを必ずお守りください。 

まをのためのま 意 事項を巧る 

4〜6ページのま意事項をよくお読みください。 

定期点巧をする 

長期間、安全にお使いいただくために、定期点検をすることをおすすめします。 
点検の内容や費用については、お買い上げ店またはソニーの業務用製品ご相談窓 
□にご相談ください。 


が障した6ほ用を中止する 

お買い上げ店またはソニーのヴービス窓□にご連絡ください。 

万一、異常び起をた6 


-煙げ出た6 

-異常な音、においびした5 
-内部に水、異物げ入った5 

-製品を落としたり、キャビネットを破損したときは 


〇電源を切る。 

包電源コードや接続コードを巧く。 

包お買い上げ店またはソニーのサービス窓□に連絡ずる。 


-炎が出た6 


ずぐに電源を切り、消义ずる。 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、なの 
よラな表示をしています。表示の 
内容をよく理解してから本文をお 
読みください。 


A 警告 


この表示のを意事項を守らないと、 
火災や感電などにより死 t や大け 
びなど人身事故につなびることび 
あります。 


A ミち思 


この表示の注意事項を守らないと、 
感電やその他の事故によりけびを 
したり周辺の物品に損害を与えた 
0することびあ0ます。 


ま意を促ず記号 

座 A 

化が 感電 


行為を禁止ずる記号 

0 ® 

禁止 水めれ禁止 

めれ手禁止 分解禁止 


行為を指示ずる記号 

e 〇 

アース線を 指示 

接続せよ 
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A 警告 


下記のま意を守 6 ないと、义災ゃ感電に 
よ0死亡や大けた S につなびることがあ0 
ます。 



0 雨の当たる場所や、 ミ由 煙、 湯 
気、湿気、ほこりのをい場所 
には設置しない 

ホ上記のよラな場所やこの取扱説明書に記 
されている仕様条件しツがの環境に設置す 
ると、火災や感電の原因となることびあ 
ります。 


Q 

禁止 


規定かの電圧でほ用しない 

この機器は AC 1 00 V 仕様です。 

機器にあわせて正しい電圧で使用しない 
と、火災や感電の原因となります。 


e 

アース 線を 
接続せよ 


ををアースを接続する 

ま全アースを接続しないと、感電するこ 

とびあります。なの方法でアースを接続 

してください。 

• 電源コンセントび3極の場合 
指定の電源コードを使用することで安 
全アースび接続されます。 

• 電源コンセントび2極の場合 
指定の3極^ 2極変換プラグを使用 
し、変換プラグから出ている緑色の 
アース線を建物に備えられているァー 
ス端モに接続してください。 



ま全アースを取り付けることびでさない 
場合は、ソニーのサービス担当ちまたは 
営業担当をにご連絡 < ださい。 


〇 

指示 


付属の電源コードをほラ 

付属の電源コードを使わないと、乂巧や 
感電の原因となることびあります。 


Q 

禁止 


電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、火災や感電の 
原因とな0ます。 

• 電源コードを加工したり、傷つけたり 
しない。 

• 重いちのをのせたり、引っ張ったりし 
ない。 

• 熱器具に近づけたり、加熱したりしな 
い。 

• 電源コードを巧くときは、必ずプラグ 
を持って巧く。 

• ラックマウントずるとき、 レールには 
さみ&まない。 

万一、電源コードび傷んだら、ソニーの 
サービス担当者に交換をご依頼 < ださ 
し、。 


〇 電源コードのプラグなびコネ 
クターは、巧を当たるまで是 
し込む 

^曰ぶ まっすぐにまを当たるまで差し込まない 

と、乂巧や感電の原因となることびあり 
よ当 0 


禁止 


内部に化や異物を入れない 

水や異物び入ると火災や感電の原因とな 
ることびあります。 

万一、水や異物び入ったとさは、すぐに 
電源を切り、電源コードや接続コードを 
抜いて、ソニーのサービス担当者または 
営業担当者にご相談<ださい。 



水めれ禁止 


化にめれる場所でほ用しない 

水めれすると、漏電による感電発火の原 
因となることびあります。 
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A 警告 

















めれ手禁止 


めれた手で 電源 プラグをさわ 
6ない 

めれた手で電源プラグを抜を差しする 
と、感電の原因となることびあります。 


(D 

分解禁止 


分解や改造をしない 

分解や改造をすると、火災や感電、けび 
の原因となることびあ0ます。 

内部の点検や修理は、お買い上げ店また 
は ソニーのヴー ビス窓□にご依頼くださ 
し、。 


〇 

指汀^ 


本機は日本国内用です 

交流10 0 V でお使いください。 

海外などで、異なる電圧で使用すると、 
火災や感電の原因となることびあ D ま 
す。 



下記のを意を守6ないと、けびをした D 、 
周囲の製品に損害を与えることびあ D ます。 


〇 

指示 


2人な上でラックマウント- 
運搬する 

本機は重量びあり、かつ左ちのバランス 
び悪いので、けびや事故を防ぐため、 
ラックマウントや運搬は必ず2人しツ上で 
行ってください。 


〇 

指 


ま定した場所に設置する 

ぐらついた台の上や傾いたところに設置 
すると、製品び倒れたり、搭載した機器 
び落下してけびをすることびあります。 
十分な強度びある水平な場所に設置して 
<ださい。 


〇 

指示 


移動時にはコード類をはずす 

電源コードや接続コードは、足に引つか 
けると本機の落下などによりけびの原因 
となることびあります。 

移動時には、コード類をはずしてくださ 
し、。 


禁止 


通風孔をふさびない 

通風孔をふさぐと内部に熱びこもり、乂 
巧や故障の原因となることびあります。 
風通しをよくするためになの項目をお守 
りください。 

• 壁から 10 cm (上離して設置する。 

• 密閉された狭い場所に押し込めない。 

• 毛足の長い敷物 （ じゅ5たんや布団な 
ど）の上に設置しない。 

• 巧などで包まない。 

• あお向けや横倒し、逆さまにしない。 


〇 

指示 


指定された方 ミ 去でラック7ウ 
ントする 

ラックの取扱説明書に記載された方法しツ 
外で本機をラックに取り付けると、落下 
して故障やけびの原因となることびあり 
ます。 


Q 

禁止 


製品の上に柔6ない、重いを 
のを載せない 

倒れたり、落ちたり、壊れたりして、け 
びの原因となることびあります。 


Q 

禁止 


フアンび止まつたままのが 態 
でほ用しない 

フアンモーターび故障すると、火災の原 
因となることびあります。交換は、本機 
を購入された販売店にご依頼 < ださい。 


A を意 
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その他の安全上のご注意 


苗化 
言口 

設置の際には、容易にアクセスでをる固定配線内に専用遮 
断装置を設けるか、使用中に、容易に抜き差しできる、機 
器に近いコンセントに電源プラグを接続してください。 
万一、異常び起さた際には、専用適断装置を切るか、電源 
プラグを抜いてください。 

泣化 
言口 

アースの接続は、必ず電源プラグを電源コンセントへ接続 
する前に行ってください。 

アースの接続をがす場合は、必ず電源プラグを電源コンセ 
ントから巧いてから行ってください。 

ミち意 

付属の電源コードは本機の専用品です。 

他の機器には使用でをません。 

機器を水滴のかかる場所に置かないでください。また水の 
入った物、花瓶などを機器の上に置かないでください。 
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その他のま全上のごを 意 




概要 


主な特長 

SRP - X 已〇 0 P は、オーディオ5キサー、 RGB / ビデオス 
イッチヤー、プ□セッサー、パワーアンプを 3 U サイズに 
収めたを機能デジタルパワード=キサーです。 

9種類の AV システムタイプをプリセット 

スイッチを切 D 替えるだけで、さまざまな AV システムに 
対応でをます。 

プロジェクター制御機能を搭載 

専用の RS -232 C 端テおよび CONTROL S 端テにより、 
プロジェクターやプラズマディスプレイの電源 ON / 
STANDBY や入力の切り替えびおこなえます。 

ソニー製プロジェクターおよびプラズマディスプレイに巧 
応しています。 

デジタル S キサー搭載 

24 bit /48 kHz ヴンプ U ングの A / D 、 D / A コンバーター 
と高性能 DSP を搭載。一般の=キサーびもつ機能に加え、 
チヤンみレ独立のフィードノ 〇ック U デューヴーや才ートゲ 
インコント□-ル ( AGO など、デジタルならではのを機 
能を実現しました。 

豊富なオーディオ入出力端子 

4系統のマイク入力、2系統のステレオライン入力を4系 
統の出力に自由に出力でをます。 

コンポジット /RGB/ コンポーネント信号に 
対応 

コンポジット入力を3系統、 RGB / コンポーネント入力を 
2系統装備しています。これにより RGB 、 VIDEO スイッ 
チヤーを別に用意することなくシンプルなシステムを実現 
でをます。コンポーネント信号は480 P 、10801などの 
八イレゾ U ューシヨン信号にも対応、 RGB は SXGA 
(1280 X 1024ピクセル）に対応します。 

デジタルアンプを搭載 

90 W + 90 W +已 0 VV + SOW (8 Q または4 円）の J 又 
ワーアンプを搭載。また八イインピーダンススピーカー 
60 W (70 V LINE 82 Q ) にち対応しています。 


便利な外部リモート端子 

• RS -232 C 端テを装備 

外部コンピューターやシステムコント□-ラーから本機 
の操作びおこなえます。 

• パラレル入出力端テを装備 
入力端テでは本機の入力切換、音量調整、シーンリコー 
ルなどび行えます。出力端子を使用し、本機からスク 
U ーンや照明機器などの環境機器の操作、本機の状態表 
示などびおこな无ます。 

チューナーユニットを2台まで装着可能 

ワイヤレスマイク□ホンを使用するために、2台までの 
WRU -806 (別売 D ) または UWP - X 7/ X 8 (別売 D ) の 
チューナーユニット URX - M 2 を本機に装着することびで 
をます。 

WRU -806 を使用する場合には、(下のワイヤレスマイク 
□ホンを巧奨いたします。 

• UHF シンセヴイヴートランスミッター WRT -824 (タイ 
ピン型マイク□ホン） 

• UHF シンセヴイヴーワイヤレスマイク□ホン WRT - 804 
(八ンド型マイク□ホン） 

ラックマウントに巧応 

曰 A 規格の19インチ標準ラック（高さ 3 U サイズ）にマ 
ウント可能です。 

付属のソフトウエアにより詳細な設定び巧 
能 

本機の内部設定をおこなう SRP - X 已 OOP Manager を付 
属の CD - ROM に収録しています。 

これにより、 AGC 、 ルーテイング、イコライヴーなどをお 
好みに合わせて設定でをます。 


説明書の種類について 

本機には、2種類の説明書び付属しています。 

• 取扱説明書（付属の CD - ROM に収録） 

• ユーヴーガイド咐属の CD - ROM に収録） 

取扱説明書では、主に本機の操作のしかたを、ユーヴーガ 
イドでは、付属の CD - ROM に収録されている SRP - 
X 已 OOP Manager を使った本機の設定のしかたについて 
説明しています。 


概要 
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CD - ROM の使いかた 

付属の CD - ROM には!; TF のファイルび収録されています。 

SRP - X 已〇 0 P 取扱説明書 

本 PDF ファイルです。 

SRP - X 已〇 OP Manager ユーザーガイド 

SRP - X 已〇 0 P Manager の機能や使いかたを説明した 
PDF ファイルです。 

SRP - X 已〇 OP Manager 

パソコンから本機の各種設定を行うことびできるプ□グラ 
ムファイルです。英語版と中国語（簡体字）版の2つのプ 
ログラムファイルびあります。 

ファイルの開をかた 

1 付属の CD - ROM をコンピューターの CD - ROM ドライ 
ブに入れ、「マイコンピュータ」をク U ックする。 

2 「 SRP - X 已〇 0 P 」 をダブルク U ックする。 

Documents フオルダーと SRP-X 己日 0 P Manager 
フオルタ'一が表示されます。 

取扱説明書の PDF を見るには 

Documents フ オルダー 内の HARD フ オルダーをダブル 
ク U ック し、 読みたい言語の PDF をダブルク U ックする。 

ユーザーガイドの PDF を見るには 

Documents フ オルダー 内の SOFT フ オルダーをダ ブルク 
U ック し、 読みたい言語の PDF をダ ブルク U ックする。 

PDF ファイルをご覧にいただくためには、じ(下のソフト 
ウェアがコンピューターにインストールされている必要が 
友0ます。 

• Adobe Reader 6.0 li (上 


メモ 


Adobe Reader がインストールされていない場合は、下記 
URL よりダウン□ー ドでさます。 
http ;// www . adobe . co . jp / products / acrobat / 
readstep 2 .html 

Adobe 、 および Adobe Reader は Adobe Systems Incorporated (アド 
ビシステムズ社）の商標です。 

SRP - X 已〇日 P Manager を使用ずるには 

あらかじめ、八ードディスクへのインストールが必要です。 

♦ 詳しくは、 SRP - X 500 P Manager ューヴーガイドをご覧くだ 
さい。 


動作環境 


SRP - X 己日日 P Manager を使用するための推奨動作環境は 
1；( 下のとおりです。 


0 S 

Windows XP ( SP 3 し如き） 

Windows Vista ( SPl 切降） 

Windows 7 C 32 bit /64 bit ) 

CPU 

お使いの OS で推奨されるシステム要件に準ずる 

メモリー 

128 M 日政上 

八ードディスク 

の空さ容量 

20 M 巨の空さ容量び必要 


使用上のご注意 

• お使いになるコンピューターに上記の 0 S が工場出荷時に 
インストールされていることが必要です。アップグレー 
ド環境での動作保証は致しません。 

• 推奨環境のすべてのコンピューターについて動作を保証 
するちのではあ0ませ/ U 。 

商標について 

• Intel、Intel Core 、 Pentium はア U 力合衆国およびそ 
の他の国における Intel Corporation またはそのテ会社 
の商標または登録商標です。 

• Windows は、米国 Microsoft Con 30 ration の米国およ 
びその他の国における登録商標です。 
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動作環境 



本機の性能を維持するた 
めに 


• 本機は周囲温度0で〜40での範囲で使用してください。 
-本機を電力機器（回転機、変圧機、調光器など）に近接 
して使用すると、磁気誘導を受けることびありますので、 
でさるだけ離して使用してください。 

• 電飾などの照明器具により、かなり広範囲の周波数帯巧 
にわたり電波び発生し、巧害を受けることびあります。 
この場合、受信アンテナの位置やワイヤレスマイク□ホ 
ンの使用位置により巧害び増減しますので、なるベ<巧 
害を受けない位置で使用して<ださい。 

• 本機を騒音のをい場所で使用すると、振動び直接本体に 
伝わり、雑音発生の原因となり、規定の S / N を満足しな 
い場合びあります。影響を受けると考えられるちのには 
なのよラなちのびありますので、充分にま意して<ださ 
し、。 

一回転機、変圧器などの付近 

一空調機器より発生する騒音、または風を直接受ける場 

厶 

• 表面や端テ部の巧れは、乾いた柔らかい巧で巧を取って 
ください。シンナーやベンジン、アルコールなどの薬品 
類は、表面の仕上げを傷めますので使用しないで<ださ 
し、。 


本機の性能を維持するために 
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各部の名敬と働き 


フ□ントパネル 



(図は、2枚の誤操作防止用パネルを取りがした状態です) 


田 POWER (電源）スイッチ 

本機の電源を入/切します。 

SRP - X 500 P Mana 呂 er での設定により、本機に接続して 
いるプ□ジエクター作ディスプレイ モこ ターの電源を、本 
機の電源と連動させてオンまたはスタンバイ状態にするこ 
とがでをます。 

工場出荷時には、本機の電源を入れてもプ□ジェクター和 
ディスプレイモニターの電源は入りませんが、本機の電源 
を切ると連動してスタンバイ状態になるよラに設定されて 
います。 

♦ プ□ジェクターやディスプレイモこターの電源連動のための設 
定について詳しくは、 「 SRP - X 已 OOP Manager ユーヴーガイ 
ド」をご覧ください。 

回 EMG (非常用放送）インジケーター 

REMOTE PARALLEL 端テに接続された非常巧放送設備 
からの制御によって、 SPEAKERS 端テと LINE 
日 UTPUT 端テからの出力がカットされているとをに赤く 
点に[します 0 

固チューナーユニット用ス□ット （ WL 1/ W に） 

ワイヤレスマイク□ホンを使用するとさ、2台までの UHF 
シンセヴイヴーチューナーユこット WRU -8 日6 (別売り）、 


または2台までの UWP - X 7/ X 8 (別売り） のチ：!ーナー 
ユニット URX - M 2 を装着することがでをます。 

♦ チューナーユニットの装着方法については、 r 本体チューナーユ 
ニットの装着」 （1 己ページ）をご覧ください。 

团リモコン受発光部 

別売りの学習機能付き U モートコマンダー （ RM - 
AV 30 日日 U など）を受発光部に向けて操作し、本機のコマ 
ンドを学習させたり、本機を操作することができます。 

♦ 機能の学習のさせかたについて詳しくは、 r 学習 U モコンに本臟 
の機能を学習させる」 （28 ページ）およびご使巧になる学習機 
能付を U モートコマンダーの取扱説明書をご覧ください。 

固入力調節つまみ 

各入カチャンネルのレベルを調節します。 

M に 1/ WL 1 : M に INPUT 1端テからの入力、または 
チューナーユこット用ス□ット ( WL 1) に装着された 
チューナーユこットからの入カレベルを調節します。 

M に 2/ WL 2 : M に INPUT 2端子からの入力、または 
チューナーユこット用ス□ット ( WL 2) に装着された 
チューナーユこットからの入カレベルを調節します。 

M に3 : M に INPUT 3端テからの入カレベルを調節しま 
す。 
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M に 4 : M に INPUT 4端テからの入カレベルを調節しま 
す。 

LINE : LINE IN 端テからの入カレベルを調節します。 
AV/RGB : AV/RGB INPUT 音声入力端テからの入力の 
ラち、画 AV/RGB SELECT ボタンで選択された信号 
の入カレベルを調節します。 

固入カインジケーター 

SIGNAL (信号レベル）インジケーター: さ入力端テに 

信号び入力されると、緑色に点なします。 

RF (高周波入力）インジケーター: チューナーユニット 
の受信状態び良好なとを、緑色に点なします。 

AF (音声出力）インジケーター ：チューナーユニットか 
ら音声び出力されたとを、黄色に点なします。 

团 SPEAKER OUTPUT (スピーカー出力）インジケー 
夕— 

PROTECTION (保護回路）インジケーター: 内蔵パ 

ワーアンプの保護回路び動作しているとをに赤く点な 
し ^ 〇 

CLIP (クリップ）インジケーター: 内蔵パワーアンプの 
出力び過大で、信号び歪んだとをに赤く点なします。 
70V LINE (A イインピーダンススピーカー接続）インジ 

ケーター: SPEAKERS CH -3/4 端テび、八イイン 
ピーダンススピーカー (70 V LINE ) を接続する設定 
になっているとさ、緑色に点なします。 

VU メーター: 回 SPEAKER OUT つまみで調節される 
前の信号レベルを、已段階の LED で表示します。 


ごま意 


内蔵パワーアンプの保護回路び動作すると、スピーカーや 
本機をな護するために出力をカットします。 

• liTF の場合は、本機の電源を切り、原因を取り除いてか 
らお使いください。 

一過大出力により製品内部の温度び規定値を超えたとを 
一接続したスピーカーのインピーダンスび化すざるとを 
一眼排気孔（本体左ち側面）び、ほこ D などによりふさ 
びれているとを 

ースピーカー端テびシヨートしたとを 
• それでち動作しない場合は、本機の電源を切 D 、 お買上 
げ店または添付の「ソニー業務用製品ご相談窓□のご案 
内」にあるお近くのサービス窓□にご相談ください。 

图 MASTER MUTING (マスターボリユーム消音）イン 
ジケーター 

REMOTE PARALLEL S 品子または REMOTE RS - 乙 32 C 
端テからのコマンド、または別売 D の U モコン操作によつ 
てマスターボ U ユームび5ユーティングされているとを、 
赤く点灯します。 

图 MASTER (マスター出力）調節つまみ 

アサインされたチヤンネルの音量を調節します。 


SRP - X 已 OOP Manager で、調節できるチヤンネルを設定 
することびでをます。 

工場出荷時には 、 SPEAKERS CH -1/2/3/4 端テと LINE 
OUTPUT 1/2端テからの出力を調節する設定になってい 
ます 。 (LINE OUTPUT 3/4端テからの出力は調節でさま 
せん。） 

圆 AV/RGB SELECT ボタン （A 〜 E) 

AV/RGB INPUT 映像/音声入力端テに接続された機器を 
選択します。 

選おされたボタンは、緑色に点なします。 

回 LINE AV/RGB 入力調舊部 

TRIM (基準レベル調整）つまみ： 

LINE IN 端テおよび AV/RGB INPUT 端子から入力される 
信号の基準レベルを調節します。一 30 dBu 〜 OdBu の範 
囲内で調節でをます。 

REF. (基準入力）インジケーター： 

LINE IN 端テまたは AV/RGB INPUT 端テに基準レベル1；( 
上の信号び入力されると黄色に点なします。 

音声を入力している状態で、時々 REF インジケーターび点 
好するよラに TRIM つまみを調整します。 

画 SPEAKER OUT つまみ 

内蔵パワーアンプのアッテネーターです。 TRIM つまみ、 
入力調節つまみ、 MASTER 調節つまみで入力信号の基準 
信号とマスター出力を調節したあと、最後にこのつまみで 
SPEAKERS CH -1/2 端子、 CH -3/4 端テへの出カレベル 
を調節します。 

圆 PROJECTOR PROTOCOL (プ□ジェクタープ□トコ 
ル）還択スイッチ 

PRO」ECTOR CONTROL RS -232 C 端テ、または 
CONTROL S IN / OUT 端テで制御するプロジェクターま 
たはモニターディスプレイの機種に応じて選択します （0 
は、 SRP - X 已〇 0 P Manager を使って設定するときに選択 
します)。 

POWER スイッチを入れたとを、選択スイッチの設定び有 
効にな D ますので、選択スイッチの切り換えは POWER ス 
イッチを切った状態で行ってください。 

♦ プ□ジェクターまたはモニターディスプレイの機種と、スイッ 
チの切0換えにつし'!て言羊しくは 、 「PROJECTOR CONTROL 
RS -232 C 端テ」 （24 ページ）または 「PROJECTOR 
CONTROL CONTROL S IN/OUT S 品子」（吕已ページ）をご 
覧 ください。 


ごま意 


LCD データプ□ジエクター VPL - PX 1 己は、 

PROJECTOR CONTROL 端テ部の CONTROL S 端テで 
制御します。 

回 SYSTEM TYPE (システムタイプ）選択スイッチ 


各部の名称と働さ 
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使巧する AV システムのスピーカー配置に応じて1〜9の 
プ U セットパターンの中から選択しますのは、 SRP - 
X 已 OOP Manager を使って設定するときに選択します)。 
POWER スイッチを入れたとを、選択スイッチの設定び有 
効にな D ますので、選択スイッチの切り換えは POWER ス 
イッチを切ったが態で行ってください。 

♦ をプ U セットバターンの内容について詳しくは 、 「SYSTEM 
TYPE の還が」 （2 □ぺージ）をご覧ください。 

画旧 OUTPUT MODE (リモコン学習）ボタン 

別売りの学習機能付を U モートコマンダーに、本機の機能 
を学習させることびでをます。 

♦ 機能の学習のさせかたについて詳しくは、「学習 U モコンに本機 
の機能を学習させる」 （28 ページ）およびご使用になる学習機 
能付さ1」モートコマンダーの取扱説明書をご覧ください。 

画マイク□ホン入力調舊部 
+ 48 V (DC + 48 V 電源供給） ON/OFF スイッチ： 

ON にすると、コンデンサマイク□ホン用の DC + 
48 V 電源び M に INPUT 1〜4端子から供給されま 
す。工場出荷時には、 OFF に設定されています。 


ごま意 


+ 48 V 日 N / OFF スイッチの切り換えは、必ずすベて 
の入力調節つまみを絞った状態か、本機の電源を切っ 
てから行ってください。 

TRIM (マイク入力基準レベル調節）つまみ： M に 

INPUT 1〜4端子から入力される信号の基準レベル 

を調節します。一 60 d 目 U 30 dBu の範囲内で調 

節でさます。 


ごま意 


• 本機に装着されたチューナーユニットからの入力基 
準レベルは調節でをません。 

• TRIM つまみは一 60 dBu 〜一已 OdBu と一 49 dBu 〜 
一 30 dBu で信号レベルのレンジを切り換えていま 
す。このため、調節中に一瞬音び途切れることびあ 
D ますび、故障ではあ D ません。 

REF . (基準入力）インジケーター: INPUT 1〜4端テ 
に基準レベルし U 上の信号び入力されると黄色に点灯し 
ます。音声を入力している状態で、時々 REF . インジ 
ケーターび点なするよラに TRIM つまみを調整します。 

FEED BACK REDUCER (A ウリング抑制）ボタン： 八 

ウ U ング抑制機能の設定をしたり、機能を ON / OFF し 
ます。ボタンのインジケーターは、 ON で緑色に点な 
しす。 

♦ 八ウ U ング抑制機能の設定について詳しくは、「八ウ U ングを抑 
制する」 （23 ぺージ）をご覧ください。 


回 RS -232 C インジケーター 

REMOTE RS -232 C 端テで、コマンド送受信び行われて 
いるとをに、緑色に点好します。 

画 PROJECTOR ON/STANDBY (プ□ジェクター電源) 
スイッチ 

本機に接続しているプロジェクターまたはモニターディス 
プレイを ON / STANDBY 状態にします。 

スイッチび赤く点なしているとを（スタンバイ状態）に押 
すとプ□ジェクターまたはモニターディスプレイの電源び 
入り、緑色に点なします。 

緑色に点な中に2砂 UUi 押したままにすると、緑色に点滅 
(クー U ング状態）したあと赤い点なに変わり、プ□ジェク 
ターまたはモニターディスプレイはスタンバイ状態にな D 
ます。 


ごま意 


• プ□ジェクターまたはモニターディスプレイを直接操作 
した D 、 イ寸属 IJ モつンで操イ乍して ON / STANDBY や人 
力切換を行った場合、 SRP - X 500 P の表示とプ□ジェク 
ターまたはモニターディスプレイの状態び一致しな<な 
ることびあ0ます。 

• プ□ジェクターまたはモニターディスプレイびクー U ン 
グ中に SRP - X 已 OOP から電源 ON の操作を行ってち、 

プ□ジェクターまたはモニターディスプレイび制御信号 
を受け付けないことびあります。クー U ングび完了して 
から電源 ON の操作を行ラよラにしてください。 
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ち部の名称と働さ 



リアパネル 



田] ANT IN a/b (アンテナ入力 a/b ) 端モ （ BNC ) 

本機に装着したチューナーユニット用のアンテナを接続し 
^ 〇 

UHF アンテナ AN -820 (別売り）が使用できます。 


ごま意 


• アンテナの設置場所び不適当な場合、音声び途切れるな 
どの受信不良の原因になることびあります。特に、取り 
付け後に場所の変更び容易にできなし膺所に設置する場 
合は、事前に充分な動作確認を巧ってから取り付けてく 
ださい。 

• 接続にはインピーダンス已00の同軸ケーブルをお使いく 
ださい。已 D - FB で約已 Om まで配線でをます。 5 C -2 V 
など7已〇のちのは、配線長び半減したり、トラブルの 
原因になることびあります。 

雑音び発生ずるときは 

設置場所によっては、外来雑音や巧害電波などの影響で雑 
音び発生し、使用でをないチャンネルび生じることびあ D 
ます。 

この場合は、使用チャンネルを設定するとをに、ワイヤレ 
スマイクロホンやトランス=ッターの電源を OFF にしたま 
まチューナーユニットのチャンネルを切り換え、 RF イン 
ジケーターび点なしていないチャンネル（雑音や巧害電波 
の霞響を受けていないチャンネル）を選択してください。 
ワイヤレスマイクロホンやトランス5ッター側ち、同じ 
チヤンネルに設定して使用してください。 


回 PROJECTOR CONTROL CONTROL S IN/OUT (プ 
□ジェクター制御コント□-ル S 入出力）端モ（ステ 
レオ S ニジャック） 

この端子は、 LCD データプ□ジェクター VPL - PX 1 已の制 
御専用です。 

♦この端子の働きについて詳しくは 、 「PROJECTOR 

CONTROL CONTROL S IN/OUT 端テ」 (25 ぺージ）をご 
覧ください。 

回 PROJECTOR CONTROL RS-232C 5S モ （D-sub、 

9ピン凸） 

固 OUTPUT COMPONENT/RGB または OUTPUT 
VIDEO 端子に接続された、 RS -232 C 端子を装備したプ 
ロジェクタ ー または モニター ディスプレイを制御するた め 
に使います。 

团 REMOTE PARALLEL (パラレルリモート）端子 （D- 
sub、 2已ピン凹） 

入力10本、出力10本のパラレル U モート端子です。入 
力端テに接続したスイッチやボ1」ュームなどから、本機を 
操作することびでをます。また、非常用放送設備と接続す 
ることにより、非常放送時には本機の音声出力をカットす 
ることびでをます。 

出力端テには、 LED を接続して本機の状態を表示させるこ 
とびでをます。 

この端子に接続でをる機器は!;(下の通りです。 


各部の名称と働さ 
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入力端子 


接続ずる機器 

備考 

スイッチ 

- 

ボ U ューム 

lokn 目カーブ 

非常用放送設備 

U レーを経由して接続 


出力端子 


接続ずる機器 

備考 

LED 

DC 24 V 政 下 4日 mAi ； (下 

U レー 

DC 24 V 政 下 4日 mAi ； (下 


固 REMOTE RS-232C (D-sub、 9ピン凸） 

RS -232 C のシ U アル U モート端テです。接続したパソコ 
ンからの SRP - X 已〇 0 P Manager での操作により、本機 
の設定を行5ことびでをます。また、外部システムコント 
□ーラーから本機を制御することびできます。 

固 OUTPUT (映像出力）端子部 

AV/RGB INPUT 映像入力端テから入力された映像信号を 
出力します。 

映像ち式の変換は行いません。 

COMPONENT (コンポーネント） /RGB 端子 (HD D- 
sub、 1已ピン凹）： コンポーネント信号または RGB 
信号を出力します。 

VIDEO (ビデオ）端モ（ピンジャック）： コンポジット信 
号を出力します。 

团 SPEAKERS (スピーカー) CH 端子り〜 4) (ネジ式 
ター 5ナル） 

内蔵ノ f ワーアンプの出力端テです。 

♦スピーカーを接続するには、「スピーカーの接続」 （20 ぺージ） 
をご覧ください。 

[8] CIRCUIT BREAKER (ブレーカー)ボタン 

本機の AC IN 端テに過大な電流び流れると、サーキットブ 
レーカーび作動して電源を適断します。 

このボタンを押すとブレーカーは U セットされますび、本 
機をそのままお使いにならずに電源を切0、お買上げ店ま 
たは添付の「ソニー業務用製品ご相談窓□のご案内」にあ 
るお近くのヴービス窓□にご相談ください。 


回 AV/RGB INPUT 音声入力端モ （A 〜 E) (ピンジャッ 
ク） 

AV/RGB INPUT 映像入力端テに接続している映像機器 
の、音声出力端子に接続します。 

本機を映像機器を接続するとをは、映像機器の映像/音声 
出力端テを、本機の AV/RGB INPUT 映像/音声入力端 
テの同じアルファベット （ A 〜曰の端テにそれぞれ接続 
してください。 

画 LINE IN (ライン入力）端子（ピンジャック） 

CD プレーヤー、 MD レコーダー等のライン出力端子に接 
続します。 

圃 M に INPUT (マイク□ホン入力）端子り〜 4) (XLR- 
3-31 タイプ） 

マイク□ホンを接続します。 

チユ ーナーユニット用ス□ット （ WL 1/ WL 2) に チ ユー 
ナーび装着されている場合は、 ワイヤレスマイク□ホンの 
電源を入れた時点で M に INPUT 1/2端テからの入力より 
ちワイヤレスマイク□ホンからの入力び優先されます。 

画 AV/RGB INPUT B 央像入力端子 （A 〜 C :ピンジャック 
D. E ： HD D-sub、 1已ピン凹） 

回 AV/RGB INPUT 音声入力端テに接続している映像機 
器の、映像出力端子を接続します。 

本機を映像機器を接続するとをは、映像機器の映像/音声 
出力端子を、本機の AV/RGB INPUT 映像/音声入力端 
テの同じアルファベット （ A 〜曰の端テにそれぞれ接続 
してください。 


图 AC IN (AC 電源入力）端子 

付属の電源コードを接続します。 


画 LINE OUTPUT (ライン出力）端モ （1 〜 4) (ピン 
ジャック） 

パワーアンプ、 CD レコーダー、 MD レコーダー等のライ 
ン入力端モに接続します。 

工場出荷時には 、 LINE OUTPUT 端テ3/4は 、 REC 
OUT 端テとして働く設定になっています。 

この設定は、 SRP - X 已 OOP Manager を使って変更でき 
ます。 
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ち部の名称と働さ 





設置と装着 


本体チューナーユニットの装着 

本機には、2台までの UHF シンセヴイヴーチューナーユ 
こット WRU -8 日6 (別売り）、または2台までの UWP - 
X 7/ X 8 (別売り）のチューナーユこット URX - M 2 を装着 
することがでさます。 


ごま意 


• チューナーユニットの装着.取り外しの前に、必ず本機 
の電源を切ってください。ノイズ発生の原因になります。 
• 装着するとをは、チューナーユニットを奥までしっかり 
差し込み、スロットのツメで固定されていることを確認 
してください。 

• チューナーユニット用ス□ット内部には手を入れないで 
<ださい。 


1 チューナーユニットの上下を確認してス□ットに差し 
込む。 



2 本機の電源を入れ、 rWRU -806 チャンネル設定ち法」 
( 1己ページ）に従ってグループとチヤンネルを設定す 
る。 


設定と異なっているか、マイク□ホンの電池が消耗し 
ているとさです。 

チューナーユニットを取りかすには 


チューナーユニットを固定しているツメを横に引っぱりな 
びら取り出します。 



誤操作防止用ノ くネルについて 

SRP - X 已 OOP のフロントパネルには、大ル2枚のパネル 
び装着されています。 

システム調整時には、パネルを2枚とち外してください。 
システムの調整び終わったら、誤操作を防ぐため、使いか 
たに応じ口なルを取り付けてくださし、。 

入力調節つまみを使用する場合 


a 

1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 II "1 

g = S = ° ° ° = ° —護護 |圓.| 

曰 

@1010101010 

〇 

〇 

〇 

1 〇 


誤操作防止バネル（大) 


グループとチャンネルは、使用するワイヤレスマイク 
ロホンと同じにします。 

♦ UWP - X 7/ X 8 の設定ち法については、 UWP - X 7/ X 8 の取 
扱説明書をご覽ください。 

3 ワイヤレスマイク□ホンの電源を入れ、チューナーユ 
ニットび受信状態になっているかどラか確認する。 

チューナーユニットびワイヤレスマイク□ホンからの 
電波を正常に受信すると、チューナーユニットの RF 
インジケーターび点なします。 

RF インジケーターび点灯しないとをは、マイク□ホン 
の使用チヤンネルがチューナーユこットのチヤンネル 


入力調節つまみを使用しない場合 


〇 

〇 

Q 

1 11 > 1 11 1 1 11 1 1 严 || 

g 〇 g = ° ° ° ° ° ' 11 II I 

〇 

〇 

曰 

〇 < 

' 〇 

_〇 

の 


0 

1 〇 



誤操作防 

止パネル（大） 



誤操作防止パネル（ル) 


設置と装着 
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ごま意 


パネルを取りかす晩ま、誤操作防止パネル（ル）から取り 
外してください。 


本機をラックマウントする 

ラックについて 

本機を取り付けるラックは、 EIA 規格19インチ標準ラッ 
クの奥行をび 450 mm iiLh あるちのをお使いください。 

ラックのネジ径に合ったネジ（有効長 12 mm (上）を4 
本使って、ラックに本体を取り付けてください。 



ごま意 


本機をラックマウントするとさには、必ず2人上で作業 
してください。 


WRU-806 チヤンネル設定方法 

別売りのチューナーユニット WRU - 806は、 B 型帯域30 
チヤンネルのラち、グループ名00では30チヤンネル、 
B -1 〜 B -4 では日チヤンネル、 B - 己では已チヤンネル、 

B - 己チヤンネルでは1チヤンネルのラちから受信チヤンネ 
ルを選択することびでをます。 

なお、同じェ U ア内では同ーグループの最大己チャンネル 
まで使用可能です。 


チヤンネルプラン 


グループち 

00 

チヤンネル名 

己- 1] 

目-吕1 

巨-31 

目-41 

巨-已1 

巨-61 


目-1吕 

巨-22 

巨-3吕 

目-4吕 

巨-已2 



目-13 

巨-23 

巨-33 

巨-43 

巨-已3 



臣 -14 

巨-24 

巨-34 

巨-44 

巨-已4 



目-1已 

日-2已 

巨-3已 

巨-斗已 

巨-已已 



目-16 

日-2巨 

巨-3目 

巨-4目 




グループ名 

B -1 

日- 2 

B -3 

B -4 

B -5 

日- 6 

チヤンネル名 

巨-11 

目-21 

巨-31 

巨- 4] 

巨-已1 

日-61 


目-1吕 

巨-22 

巨-3吕 

目-4吕 

巨-已2 



目-13 

巨-23 

巨-33 

目-43 

巨-已3 



目-14 

巨-24 

巨-34 

目-44 

巨-日4 



目-1已 

巨-吕已 

巨-3已 

目-4已 

巨-已已 



目-16 

日-2巨 

巨-3目 

巨-4目 





1 SRP - X 50 0 P の電源を入れる。 

ディスプレイ部に 「 HELLO 」 のメッセージび表示さ 
れ、電源を切る前に設定した表示となります。 

2 GP ボタンを押したまま、+またはーボタンを押してグ 
ループを選択する。 

+またはーボタンを押すたびに、下図の順にグループ 
表示び切 D 換わ D ます。 

押し続けると連続して切り換わります。 


ごを意 


+ボタンだけを押すと、ディスプレイには、現在設定 
されている受信周波数び表示されます。 

ちラー度押して、グループ-チャンネル表示に戻して 
<ださい。 
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設置と装着 















































































CH 表示は、選択したグループで周波数の一まほい 
チャンネルになります。 

両ボタンを離すと、自動的に選択モードび解除され、 
表示されているグループび設定されます。 

3 CH ボタンを押したまま、3砂な内に+またはーボタン 
を押してチャ ンネ J レを選択する。 

4 希望のチャンネルび表示されたら、 CH ボタンと+また 
はーボタンを離す。 

選択したチャンネルび表示されます。 

グループ/チヤンネルのメモ U —について 

上記の手順で選択、設定したグループ/チャンネルは、 
ディスプレイ部に表示されてから1砂後にメモ1」一されま 
す。 


同ーエリア内で運用チャンネル数を増やすには 

7チャンネル同時運用のためのソニーオ1」ジナルチャンネ 
ルプランび2つあります（下表)。 

グループ00またはグループ B -1 〜 B -5 でチヤンネルを 
設定してご使用ください。 


プラン 

1 

2 

チヤンネル名 

目-11 

B -21 

目-12 

巨-31 

目-33 

巨-13 

目-己2 

臣 -14 

臣-己4 

目-2已 

目-3巨 

目-1日 

臣-己已 

目-4巨 


混信や雑音を防ぐため、なの点にま意して<ださい。 

• WRU -806 を同時に2台しツ上使用する場合は、同ーグ 
ループ内の互いに異なるチャンネルにそれぞれ設定して 
ください。 （00 グループしツ外） 




























システム構巧例とスピーカーの接続 


ごま意 


本章で記載されている周辺機器や関連機器は、すでに r 生産完了」となっている場合びあります。 
機器の選定にあたっては、ソニーの営業担当ちまたはお買い上げ店にお問い合わせください。 


工場出荷時設定を使用したシステム構成例 

し U 下のシステム構成は、付属のソフトウエア SRP - X 已 OOP Mana 目 er で設定変更をしなくても本機をお使い頂けます。 


UHF アンテナ AN - 820 プ□ジェクター 



• 本システムには、2台の UHF シンセヴイヴーチューナーユニット WRU -806 または2台のワイヤレスマイクロホンシステム 
UWP - X 7/ X 8 のチューナーユニットを使用しています。 

• M に INPUT 3/4端子にエレクトレットコンデンサーマイクロホンを接続して使用するとをは、該当するチャンネルの+ 
48 V ON / OFF スイツチを ON に合わせてください。 
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システム構成例とスピーカーの接続 





















































































































































































特ま操作パネル-環境機器等を使用したシステム構成例 

下のシステム構成は、特注操作パネルから、または外部システムコント□ーラーから本機を U モートコント□ールでさま 
す。 



• 外部システムコント□ーラーから本機へコマンドを送信することによって、 SRP - X 己 OOP 本体および接続された機器をコン 
卜□ールでさます。（システムコント□ーラー用のソフトウエアが別途必要です。） 

. 本システムには、2台の UHF シンセヴイヴーチューナー ユこツ ト WRU -8 日6または2台のワイヤレスマイク□ホンシステム 
UWP - X 7/ X 8 のチューナー ユこツ トを使用しています。 

- M に INPUT 3/4端子にエレクトレツトコンデンサーマイク□ホンを接続して使田するとをは、該当するチャンネルの+ 
48 V ON / OFF スイツチを日 N に合わせてください。 

- REMOTE PARALLEL 端テ経由でスク U - ン、力ーテン、照明口の環境機器を制御する場合は、別途インターフエースボツ 
クス ( I/F BOX ) が必要になります。 

♦特ミま操作パネルや I / F 目日 X について詳しくは、 「 REM 日 TE PARALLEL 端子」 （2 巳ページ）をご覧ください。 


システム構成例とスピーカーの接続 
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スピーカーの 接続 

本機の SPEAKER CH -1/2 端テに接続でをるスピーカー 
は、 □ -- r ンピーダンス （4 〜16 0) です。 

SPEAKER CH -3/4 端テには、フ□ントパネルの 
SYSTEM TYPE 選択スイッチの設定によって、八イイン 
ピーダンススピーカーまたは □ 一- r ンピーダンススピー 
カーを接続することがでをます。 

工場出荷時には八イインピーダンススピーカーの設定に 
なっています。 


SPEAKER CH -3/4 端子にハイインピーダ 
ンススピーカーを 接続ずるには 

SYSTEM TYPE 選択スイッチを「1」または「4」に合わ 
せます。 

または 、 SYSTEM TYPE 選択スイッチを「日」にして、 
SRP - X 500 P Mana 呂 e 「 で言受定します。 

このとき 、 SPEAKER CH -3/4 端テからの出力はモノラル 
になりますので、下図のよラにスピーカーの+端子を 
SPEAKERCH -3 端テの+端テ（赤色）に、一端子を 
SPEAKERCH -4 端テの+端テ（赤色）に接続してくださ 
い。 


CH-1 巧卜 

CH-1 © 卜 



4Q - 1 6Q 


SPEAKER CH -3/4 端子に□-インピーダ 
ンススピーカーを接続ずるには 

SYSTEM TYPE 選択スイッチをに」「引「己」「7」「引 
または「9」に合わせます。 

または 、 SYSTEM TYPE 選択スイッチを「0」にして、 
SRP - X 已〇 0 P Mana 目 er で設定します。 

下図のよラに接続してください。 


1 CH-1(+) I- 

(Y 

I GH-1 C-) 1- 


1 CH-2 (+) 1 - 


1 CH-2 C-) 1 - 


1 CH-3 (+) 1 - 


1 CH-3 (-) 1 - 


1 CH-4 C+) 1 - 


1 CH-4 (-) 1 - 



4Q - 1 6Q 


4Q - 1 6Q 


4Q - 1 6Q 


4Q - 1 6Q 


SYSTEM TYPE の 選択 


CH-2 ® ~\ 

CH-2 0 卜 


1 CH-3 (+) 


1 CH-3 0 

+ 


1 - 

1 CH-4 (+) 

」 

1 CH-4 (-) 




4Q -16Q 


82Q -lOkQ 


SPEAKER CH -3/4 端子に八イインピーダンススピーカー 
を接続する設定になっているとさに接続可能なスピーカー 
の数は、下表の通りです。 


スピーカー 

インピーダンス 

スピーカー 1 個あたり 

に加わる電力 

接続可能な数 

IkO 

已 W 

12 

3.3 k 0 

1.已 W 

40 

lOkQ 

0.已 W 

120 


SYSTEM TYPE 選択スイッチで、使用する AV システム 
に応じたタイプを1〜目の目種の中から選おする事がで 
さます。 

システムタイプにプ U セットされている項目は下記の通り 
です。 

• M に INPUT Low Cut Filter 

• ROUTING 

• DELAY 

• INPUT MUTING 

• OUTPUT MUTING 

• OUTPUT LINK 

• COMPRESSOR 

• SPEAKER CH -3/4 端子の設定 （70 V LINE または 
Lo . Imp ) 

• REMOTE FADER 

各システムタイプの説明は下の通りです。 
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システム構成例とスピーカーの接続 




















































































SYSTEM TYPE 1 

フロントスピーカーと、ハイインピーダンス （70 VUNE ) 
の天井スピーカーを組み合わせたシステム用です。 



フロントスピーカーから AV ソースの音をステレオ出力し、 
マイクロホンの音は明瞭度を上げるため、天井スピーカー 
から出力します。 


-入出力 



SPEAKERS 

LINE OUT 

SP 1 

SP2 

70V LINE 

{SP3-4) 

CH-1 

CH-2 

CH-3 

CH-4 

M に IN 

ON/OFF 

OFF 

OFF 

ON 

ON 

ON 

ON 

ON 

l_EVEL 

Od 巨 

Od 巨 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

加巨 

LINE IN 

L 

ON/OFF 

ON 

OFF 

OFF 

ON 

OFF 

OFF 

OFF 

LEVEL 

Od 巨 

OdB 

OdB 

OdB 

加巨 

加巨 

加巨 

LINE IN 

R 

ON/OFF 

OFF 

ON 

OFF 

OFF 

ON 

OFF 

OFF 

LEVEL 

Od 巨 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

加巨 

加巨 

AV/RGB 

IN L 

ON/OFF 

ON 

OFF 

OFF 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

LEVEL 

Od 巨 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

加巨 

加巨 

AV/RGB 

IN R 

ON/OFF 

OFF 

ON 

OFF 

OFF 

ON 

OFF 

ON 

LEVEL 

Od 巨 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

加巨 

加巨 


.DELAY 

距離補正はされません。 

SYSTEM TYPE 2 

フ□ントスピーカーと、 □ -- r ンピーダンス （ Loimp .) の 
天井スピーカーを組み合わせたシステム用です。 


孤 2 

r 曾 

曾 


SP3i 

SP4 

孤 P1 

I 曾 

曾 


フ□ントスピーカーから AV ソースの音をステレオ出力し、 
マイク□ホンの音は八ウ U ングを避けるため天井スピー 
カーから出力します。 


-入出力 



SPEAKERS 

LINE OUT 

SP 1 

SP2 

SP3 

SP4 

CH-1 

CH-2 

CH-3 

CH-4 

VHC IN 

ON/OFF 

OFF 

OFF 

ON 

ON 

ON 

ON 

ON 

ON 

LEVEL 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

LINE IN 

L 

ON/OFF 

ON 

OFF 

OFF 

OFF 

ON 

OFF 

OFF 

OFF 

LEVEL 

OdB 

加巨 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

LINE IN 

R 

ON/OFF 

OFF 

ON 

OFF 

OFF 

OFF 

ON 

OFF 

OFF 

LEVEL 

OdB 

加巨 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

AV/RGB 

IN L 

ON/OFF 

ON 

OFF 

OFF 

OFF 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

LEVEL 

OdB 

加巨 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

AV/RGB 

IN R 

ON/OFF 

OFF 

ON 

OFF 

OFF 

OFF 

ON 

OFF 

ON 

LEVEL 

OdB 

加巨 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 


- DELAY 

距離補正はされません。 

SYSTEM TYPE 3 

フロントスピーカーのみを使用したシステム用です。 



フロントスピーカーから AV ソースの音とマイクロホンの 
音を出力します。 


-入出力 



SPEAKERS 

LINE OUT 

SP 1 

SP2 

SP3 

SP4 

CH-1 

CH-2 

CH-3 

CH-4 

VHC IN 

ON/OFF 

ON 

ON 

- 

- 

ON 

ON 

ON 

ON 

LEVEL 

OdB 

OdB 

- 

- 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

LINE IN 

L 

ON/OFF 

ON 

OFF 

- 

- 

ON 

OFF 

OFF 

OFF 

LEVEL 

OdB 

OdB 

- 

- 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

LINE IN 

R 

ON/OFF 

OFF 

ON 

- 

- 

OFF 

ON 

OFF 

OFF 

LEVEL 

OdB 

加巨 

- 

- 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

AV/RGB 

IN L 

ON/OFF 

ON 

OFF 

- 

- 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

LEVEL 

OdB 

加巨 

- 

- 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

AV/RGB 

IN R 

ON/OFF 

OFF 

ON 

- 

- 

OFF 

ON 

OFF 

ON 

LEVEL 

OdB 

加巨 

- 

- 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 


.DELAY 

距離補正はされません。 


システム構成例とスピーカーの接続 
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SYSTEM TYPE 4 

八イインピーダンス （70 VUNE ) の天井スピーカーのみ 
を使用したシステム用です。 


曾 

曾 

曾 

曾 

曾 

マ日 、-_ LINE 
◎ ;(SP V4) 

曾 

曾 

曾 


天井 スピーカーから AV ソースの 音（モノラル出力）とマ 
イク□ホンの音を出力します。 


-入出力 



SPEAKERS 

LINE OUT 

SP 1 

SP2 

70VLINE 

{SP3-4) 

CH-1 

CH-2 

CH-3 

CH-4 

M に IN 

ON/OFF 

- 

- 

ON 

ON 

ON 

ON 

ON 

1_EVEL 

- 

- 

Od 臣 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

LINE IN 

L 

ON/OFF 

- 

- 

ON 

ON 

OFF 

OFF 

OFF 

LEVEL 

- 

- 

-3dB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

LINE IN 

R 

ON/OFF 

- 

- 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

OFF 

LEVEL 

一 

- 

-3dB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

AV/RGB 

IN L 

ON/OFF 

- 

- 

ON 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

LEVEL 

- 

- 

-3dB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

AV/RGB 

IN R 

ON/OFF 

- 

- 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

ON 

LEVEL 

- 

- 

-3dB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 


- DELAY 

距離補正はされません。 

SYSTEM TYPE 已 

□-- r ン ピー ダンス (Lo imp .) の 天井 スピーカーのみを 使 
用したシステム用です。 


曾 

曾 

曾 

曾 

SP1 i 

SP2i 

1 1 
isP3i 

i SP4 

曾 

曾 

曾 

曾 


天井 スピーカーから AV ソースの 音（モノラル出力）とマ 
イク□ホンの音を出力します。 


SPEAKER OUT つまみで調節して 、 SPEAKERS 
CH - 1/2と CH -3/4 の音量を同じにしてくださし、。 


-入出力 



SPEAKERS 

LINE OUT 

SP 1 

SP2 

SP3 

SP4 

CH-1 

CH-2 

CH-3 

CH-4 

M に IN 

ON/OFF 

ON 

ON 

ON 

ON 

ON 

ON 

ON 

ON 

LEVEL 

OdB 

加巨 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

LINE IN 

L 

ON/OFF 

ON 

ON 

ON 

ON 

ON 

OFF 

OFF 

OFF 

LEVEL 

-3dB 

-3 服 

-3dB 

-3 服 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

LINE IN 

R 

ON/OFF 

ON 

ON 

ON 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

OFF 

LEVEL 

-3dB 

-3 服 

-3d 日 

-3 服 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

AV/RGB 

IN L 

ON/OFF 

ON 

ON 

ON 

ON 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

LEVEL 

-3dB 

-3 服 

-3d 日 

-3 服 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

AV/RGB 

IN R 

ON/OFF 

ON 

ON 

ON 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

ON 

LEVEL 

-3dB 

-3 服 

-3d 日 

-3 服 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 


.DELAY 

距離補正はされません。 

SYSTEM TYPE 巨〜9 

フロントスピーカーと、口 一- r ンピーダンス （ Loimp .) の 
ヴテライトスピーカーを使用したシステム用です。 


UsP 2 

凹が 4 

1 - 

- い 

別が 1 

が" 


フロントス ピーカーと ヴテライトス ピーカーの 両方から、 
AV ソースの音とマイク□ホンの音を出力します。 


-入出力 



SPEAKERS 

LINE OUT 

SP 1 

SP2 

SP3 

SP4 

CH-1 

CH-2 

CH-3 

CH-4 

M に IN 

ON/OFF 

ON 

ON 

ON 

ON 

ON 

ON 

ON 

ON 

LEVEL 

OdB 

加巨 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

LINE IN 

L 

ON/OFF 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

OFF 

OFF 

LEVEL 

OdB 

加巨 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

LINE IN 

R 

ON/OFF 

OFF 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

OFF 

LEVEL 

OdB 

加巨 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

AV/RGB 

IN L 

ON/OFF 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

LEVEL 

OdB 

加巨 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

AV/RGB 

IN R 

ON/OFF 

OFF 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

ON 

OFF 

ON 

LEVEL 

OdB 

加巨 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 

OdB 


.DELAY 

SYSTEM TYPE 6 :距離補正の必要びないとさ 
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システム構成例とスピーカーの接続 




































































































SYSTEM TYPE 7 : 己 m 〜 8 m /16.7 feet 〜 26.7 feet 
SYSTEM TYPE 8 : 8 m 〜]] m /26.7 feet 〜 36.7 feet 
SYSTEM TYPE 9 : ] ] m 〜] 4 m /36.7 feet 〜 4 目. 7 feet 



SPEAKERS 

SP 1 

SP2 

SP 3 

SP4 

SYSTEM 

TYPE 己 

ON/OFF 

OFF 

OFF 

OFF 

OFF 

TIME 

0 ms 

0 ms 

0 ms 

0 ms 

SYSTEM 

TYPE 7 

ON/OFF 

OFF 

OFF 

ON 

ON 

TIME 

0 ms 

0 ms 

34.6 ms 

34.6 ms 

SYSTEM 

TYPE 8 

ON/OFF 

OFF 

OFF 

ON 

ON 

TIME 

0 ms 

0 ms 

43.3 ms 

43.3 ms 

SYSTEM 

TYPE 9 

ON/OFF 

OFF 

OFF 

ON 

ON 

TIME 

0 ms 

0 ms 

日2.0 ms 

已2.0 ms 


< SYSTEM TYPE 詳細 > 

• M に INPUT Low Cut Filter （全 SYSTEM TYPE 共通) 
ON に設定されています。 

カットオフ周波数：10日 Hz 、-12 d 目 / oct 

• INPUT MUTING (全 SYSTEM TYPE 共通） 

MUTING 解除に設定されています。 

使用しない INPUT チヤンネルは INPUT ボ U ュームを 
絞って使用して < ださい。 

• OUTPUT LINK 

ステレオ出力のシステムでは LR が LINK に設定されて 
います。 

し R の出カレベルは常に同一です。 

• COMPRESSOR (全 SYSTEM TYPE 共通） 


FUNCTION ON/OFF 

ON 

THRESHOLD 

lOd 巨 

RATIO 

CO :1 

ATTACK 

0.47 ms 

RELEASE 

100 ms 


• REMOTE FADER 
SYSTEM TYPE によって異な 0 ます。 

SRP - X 己日日 P Manager ユーヴーガイドをご覧くださ 
い。 

プ U セツトにより固定されている項目を変更するには、 
SYSTEM TYPE 選択スイッチを「0」に含わせて、 SRP - 
X 500 P Manager で各項目を設定します。 


八ウリングび発生する周波数を検出するに 
は 

なの手順でマイクとパワーアンプの設定を行ラことで、よ 
り正跑こ八ウ U ングを抑制することびできます。 

1 マイクの基準入カレベルを設定する。 

通常話す程度の声の大ささでマイクに向かって話しな 
びら、本体フロントパネルの TRIM つまみを操作しま 
す。 REF インジケーターびとをどを点なするよラに調 
整します。 


ごま意 


ワイヤレスマイクをご使用の場合は、ワイヤレスマイ 
クのアツテネーターで調整してください。 

2 ボ U ユーム位置をミ央定する。 

本体フロントパネルの INPUT ボ U ユーしつまか、 
MASTER ボ U ユームを0 dB に設定します。 

3 マイクを設置する。 

マイクを通常使ラ設置場所に置いて、向をち調整しま 
す。 

4 スピーカー出力を設定する。 

各フロントパネルの SPEAKER OUTPUT つまみを少 
しずつ上げて行を、部屋全体で聞をやすいで聞を取 D 
やすい音量に調整します。使用しないチャンネルの 
SPEAKER OUTPUT つまみは、一の d 目に設定しま 
す。 

5 八ゥ U ング周波数を検出する。 

八ウ U ングを抑制したいマイク入力に対応する FEED 
BACK REDUCER ボタンを2砂し iLh 押したままにす 
ると、ボタンのインジケーターび点滅し、八ウリング 
周波数の検出び始まります。 

6 設定完了 


八ウリングを抑制する 

FEED BACK REDUCER ボタンを使って、八ウリングが 
発生する周波数をあらかじめ検出し、已バンドのイコライ 
ヴーでその周波数のゲインを下げることによって八ウ U ン 
グを抑制することびでをます。 


ボタンのインジケーターび点なになれば設定完了です。 


ごま意 


• 検出中は、八ウ U ングと同様の音が発生します。あまり 
大をな音がする場含は 、 FEED BACK REDUCER ボタ 
ンを押して一度キャンセルし、 SPEAKER 日 UT つまみ 
をかし下げて、再度検出を行って<ださい。 


システム構成例とスピーカーの接続 
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• 八ウ U ング周波数検出中は、声を出したり音をたてた D 
しないよラにしてださい。八ウ U ング周波数の誤検出の 
原因となることびあります。 

• AGC を1ま用する場合は、 SRP - X 已〇 0 P Maneger で 
AGC 設定後、八ウ U ング周波数の検出を行ってくださ 
し、。 


制御 

ここでは、本機の制御端テの使いかたと、別売 D の学習 U 
モコンに本機の機能を学習させるち法について説明してい 
ます。 


ごま意 


本章で記載されている周辺機器や関連機器は、すでに「生 
産完了」となっている場合びあります。 

機器の選定にあたっては、ソニーの営業担当者またはお買 
い上げ店にお問い合わせください。 


PROJECTOR CONTROL RS- 
232C 端子 

PRO」ECTOR CONTROL RS -232 CS 品子は、 RS - 乙 32 C 
端子を装備したプ□ジェクターやモニターディスプレイを 
制御するための端テです。 

RS -232 C 端テ経由で本機とプ □ジェクターやモニター 
ディスプレイを接続すると、電源の ON / STANDBY と入 
力信号の切り換えを本機の動作と連動させることびでをま 
す。 


接続するプロジェクターの機種に応じて、下表のように本 
機の PRO」ECTOR PROTOCOL 選おスイッチを設定しま 
す。工場出荷状態では、 AV / RGB の D 、 E 端テの映像ち式 
は RGB に設定されています。 

♦ 設定を変更する場合は、 SRP - X 500 P Mana 邑 er のユーヴーガ 
イドをご覧ください。 


機種名 

PROJECTOR 

PROTOCOL 選択 

スイッチの設定 

プ n ジ I クターの 

RGB 入力端子 

VPL - FH 300 / FW 300 

1 

INPUT 巳 

VPL - FE 40/ FX 40 

2 

INPUT 巳 

VPL - 巳 \ A /1 吕已 

3 

INPUT A 

VPL - CX 100 シリーズ 

4 

INPUT A 

VPL - E \ A / 已 /EX 已 0 /EX 曰 

5 

INPUT A 

VPL-FX 已2 

巨 

INPUT C 

GXD - L 52 H 1 

7 

RGB/COMPONENT 

FWD - 已 0 PX 3 

8 

RGB/COMPONENT 

空を 

白、巨〜 F 

- 


ごま意 


• 本機とプ□ジェクターの接続には、プ□ジ I クターの仕 
様に合わせたケーブルを使用してください。 
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制御 



. 本機でプ□ジエクタ ーを 制御する場合は、プ□ジエク 
ターのスマート APA および オート 入カ サーチを オフに 
設定してください。 

• 上記し：!外のプ□ジエクターを使用するとをは、 
PRO」ECTOR PROTOCOL 選択スィッチを「0」に含 
わせて、 SRP - X 己日日 P Mana 呂 er で設定を行います。 

• VPL - PX 1 己の制御は、 C 日 NTR 日 L S 端子を使用して行 
し、ます。言羊し<は、 「 PR 0」 ECT 0 R CONTROL 
CONTROL S IN / OUT な請テ」 （2 己ぺージ）をご覧<だ' 
さい。 


PROJECTOR CONTROL 
CONTROL S IN/OUT 端子 

この端テは、 LCD データプロジ王クター VPL - PX 1 已の制 
御専用です。 

下表のよラに本機の PROJECTOR PROTOCOL 選択ス 
イッチを設定します。 


機種ち 

PROJECTOR PROTOCOL 

選択スイッチの設定 

プ□ジェクターの 

RGB 入力端子 

VPL - PX 1 已 

A 

INPUT A 


PROJECTOR CONTROL CONTROL S IN/OUT 端子経 
由で本機とプロジェクターを接続すると、電源の ON / 
STANDBY と入力信号の切り換えを本機の動作と連動させ 
ることびでをます。また、プロジェクターに付属のワイ 
ヤード U モコンを本機の CONTROL S IN 端子に接続する 
ことで、本機を通じてプロジェクターの設定等をすること 
びでをます。 


下図のよラに、プロジェクターとプロジェクターに付属の 
ワイヤード U モコンを接続してください。 



• プ□ジェクターとプ□ジェクターに付属のワイヤード U 
モコンを本機に上図のように接続すると、 U モコン受光 
部は動作しなくなり、1」モコンからのコマンドは本機の 
CONTROLS IN / OUT 端子を経由してプ□ジェクターに 
出力されます。また、 U モコンからの操作よりち本機か 
らの制御び優先されます。 

• CONTROLS IN / OUT 端子を使った本機からのプロジェ 
クター制御には、しツ下の制限びあります。 

-VIDEO A / B / C 端子に接続されている機器からの信号 
はコンポジット出力のみとなります 
- COMPONENT/RGB D / E 端子に接続されている機器 
からの信号は RGB またはコンポーネント出力のいず 
れか一方の映像方式を使用でをます。あらかじめプロ 
ジェクター側の入力信号の設定を切り換えておいて< 
ださい。 

- SRP - X 已〇 0 P Mana 目 er を使巧して映像方式を 
OTHER TERMINAL に設定すると、プ□ジェクター 
の INPUT B 入力を選択します。 


REMOTE RS -232 C 端子 

SRP - X 已〇 0 P Manager をインストールしたパソコンを接 
続して本機の設定を巧ラことびでさます。また、か部シス 
テムコントローラーから本機を制御でをます。 

この端子の仕様と通信フォーマットは、し下の通 D です。 

仕様 

端テお状： D-sub 9ピン（凸）インチネジタイプ 
電気的仕様： RS -232 C 規格準拠 
推奨ケーブル：データ通信用をなシールドケーブル 
ケーブル長：1已 m じ(下 

通信フォーマット 

ボーレート： 38400 bps 
ビット長： 8ビット 
ストップビット：1ビット 
パ U テイー: ODD (奇数） 


ごを意 


本機とパソコンの接続には、クロスケーブルを使用してく 
ださい。 


ごま意 


• 電源供給の都合上、 U モコンの接続にはステレオ5ニプ 
ラグ付をコードをお使いください。 U モコンに電池を入 
れて使ラとをには、5ニプラグ付をコードで接続してく 
ださい。 

• 本機でプロジェクターを制御する場合、プロジェクター 
のスマート APA およびオート入カサーチをオフにして 
<ださい。 


REMOTE PARALLEL 端子 

この端子にスイッチやボ U ユームコント□ーラーなどの簡 
単な回路を接続することにより、本機を操作することびで 
をます。 

この端子の仕様はしツ下の通りです。 

端子お状： D-sub 2已ピン（凹） 

巧奨ケーブル：データ通信用をなシールドケーブル 
ケーブル長；已 Om し U 下 


制御 
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入カピンに接続する回路の例 


入力端子 （2 


SRP-X500P 


10kQ 
目カーブ 
可変抵抗器 


〜11截 



〇服 

- の dB 


白 ND (1、12〜] 4、 
2已衝 


SRP-X500P 


入力端子 （2 


〜11蚕) 



GND り、]2〜]4、 
2己蚕） 


ボ U ユームを接続することにより、下記の操作が巧能です。 
• REMOTE FADER の音量調節 


端テの各ピンが日 N になる条件は、下記より選おでをま 
す。 

• AV/RGB SELECT ボタンの状態 

• MASTER MUTING インジケーターの点:0 
• シーン U コールの 状態 

• プ□ジエクターの電源日 N / STAND 目 Y 命令の発生 

• MASTER 調節つまみと REMOTE FADER の状態 
( MAX / MIN / ミユーテイング） 

-非常放送設備による5ユーティングの状態 

ULb の条件 I ま、 SRP - X 己0 0 P Mana 呂 e 「 の REMOTE タブ 
の FUNCTION 選択で設定します。 


ごま意 


• 出力端子に逆電圧をかけないでください。 

• U モート線のシールドおよび GND 線を中継板等へ接続 
しないでください。誤動作、ノイズ等の原因となります。 

• U モート線は必ず調光器、電動機等を避けて配線してく 
ださい。 


REMOTE PARALLEL 端子に接続す 
る特ミ主操作パネルの例 

工場出荷設定値のままの REMOTE PARALLEL 端子は、 

し i (下のよラな特ミ主操作パネルを接続する想定になっていま 
す。 


メイク接点により下記の操作び可能です。 

• AV / RGB 入力選択 

• 5ユーテイング 
• シーンリコール 

• 音量調整（マスターボリユームの Up/Down ) 
• プロジェクターの電源 ON/STANDBY 
• 非常放送設備による=ューティング 

出カピンに接続ずる回路の例 


SRP-X500P 


40mA MAX 


出力端子 （1 日〜24番） 




(M) Wv 1 

1 


LED i 

1 

(!>♦-- 


. _ I 


24V 

MAX 


GND (1、]2〜]4、 
2已番） 


♦ REMOTE PARALLEL 端テの機能変更について詳しくは、 
SRP - X 已〇 0 P Mana 呂 e 「 ユーヴーガイドをご覧ください。 



START ボタン 

プ□ジエクターの電源を ON にしてスク U —ンを下ろし、 
カーテンを閉め、照明を暗<して、プレゼンテーションを 
開始でをる状態にします。 

STOP ボタン 

プ□ジエクターの電源を STAND 目 Y 状態にして、スク 
U —ンを上げ、カーテンを開け、照明を明るくして、プレ 
ゼンテーションを終了できる状態にします。 

セレクター部 

AV/RGB INPUT 映像/音声入力端子に接続された機器か 
ら、ひとつを選択します。 


MASTER UP ボタン 

マスターボ U ュームを上げます。 
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制御 












































MASTER DOWN ボタン 

マスターボ U ュームを下げます。 


EMG 

非常放送設備からの信号を受けて、全ての音声出力を 
5ユーテイングします。 


ピン蚕 

端子名 

機能名 

1 

GND 

GND 

2 

INPUT 1 

DVD 選択 

3 

INPUT 2 

VTR 選択 

4 

INPUTS 

CASETTE 選択 

5 

INPUT 4 

PC1 選択 

6 

INPUT 5 

PC 2 選択 

7 

INPUT 6 

マスターボ U ューム Up 

8 

INPUT 7 

マスターボ ij ューム Down 

9 

INPUTS 

START 

10 

INPUT 9 

STOP 

11 

INPUT 10 

EMG 

12 

GND 

GND 

13 

GND 

GND 

14 

GND 

GND 

15 

OUTPUT 1 

DVD 選択 夕 U — 

16 

OUTPUT 2 

VTR 選択 夕 U — 

17 

OUTPUT 3 

CASETTE 選択タリー 

18 

OUTPUT 4 

PC 1 選択タリー 

19 

OUTPUT 5 

PC 2 選択タリー 

20 

OUTPUT 6 

マスタボ U ュム取大夕 U 

21 

OUTPUT 7 

マスタボ U ュム取ルタ U 

22 

OUTPUT 8 

スク U —ン降、カー了ン開、 

照明暗 

23 

OUTPUT 9 

スク U —ン昇、カーテン開、 

照明明 

24 

OUTPUT 10 

EMG タリー 

25 

GND 

GND 


DVD 選択ボタン 
VTR 選択ボタン 
CASSETTE 選択ボタン 
PC] 選択ボタン 
PC2 選択ボタン 
マスターボ U ューム UP 
マスターボリューム DOWN 
START ボタン 
STOP ボタン 
EMG 信号入力 


4日 mAI^TF 


■が 


が 


か 

-\ 4 — 


が 

-\ 4 — 


が 
M — 


が 

-\ 4 — 


が 

-\4 — 


DVD 選択 LED 
VTR 選択 LED 
CASSETTE 選択 LED 
PCI 選択 LED 
PC2 選択 LED 

マス ターボリューム MAX LED 
マス ターボ U ューム MIN LED 
三 DC24VIUT 


スクリーン 

インターフェース BOX 


カーテン 

インターフェース巳日 X 


照明 

インターフェース目 OX 


制御 
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環境機器インターフェイス BOX の使巧におけるま意点 

• REMOTE PARALLEL 端子の出カピンは、オルタネート 
動作です。よって、環境機器の操作を行5場合、環境機 
器の動作状態に関係なく出カピンび ON し続けますので、 
上げ止まり、下げ止まり時のモーター停止などはイン 
夕ーフェイス BOX にて行ってください。 

• インターフェイス BOX を製作する際は、 EMG 夕 U- 
(0UTPUT10 から出力される）び出力されると、スク 
U —ン、カーテンの動作び停止し、照明び明るくなるよ 
ラにしてください。 


学習リモコンに本機の機能を学習させ 
る 

別売りの学習機能付を U モートコマンダー （RM- 
AV 300 0U など）に、本機の機能を学習させることびでき 
ふ^ 〇 

学習させることのでさる機能は政下の通りです。 

• AV RGB SELECT ボタンの機能 

• PROJECTOR POWER スィッチの機能 

• MASTER 調節つまみの機能 
一音量を上げる 

一音量を下げる 
一5ユーティングする 

♦ 学習のさせかたについては、リモートコマンダーに付属の取扱 
説明書わ参考にしてください。 

1 旧 OUTPUT MODE ボタンを2秒しツ上押したままにす 
る0 

ボタンび緑色に、および U モコン受発光部び赤色に点 
巧し、本機の U モコン受発光部からコマンドび出力さ 
れる状態になります。 

このとを、本機から音声および映像は出力されなくな 
0ます。 

2 学習させたい機能によってなのよラに本機を操作し、 
出力するコマンドを選択する。 

AV/RGB SELECT ボタンの機旨目を学習させるには 

学習させたい AV/RGB SELECT ボタンを押して点好 
させる。 

PROJECTOR POWER スイッチの機能を学習させる 
には 

PROJECTOR POWER スイッチを押して点灯させる。 

音量を上げる機能を学習させるには 

MASTER 調節つまみを11時ち向に合わせます。 
MASTER MUTING インジケーターび点なします。 


音量を下げる機能を学習させるには 

MASTER 調節つまみを日時ち向に合わせます。 
MASTER MUTING インジケーターび点灯します。 

音量をミユーティングずる機能を学習させるには 

MASTER 調節つまみを一間に合わせます。 MASTER 
MUTING インジケーターび点打します。 


3 学習 U モコンの先端と本機の U モコン受発光部を向か 
い合わせに置を、学習 U モコンをコマンド学習可能な 
状態にセツトする。 



ボタンおよび U モコン受発光部び点滅し、本機の U モ 
コン受発光部からコマンドび出力されます。 

5 U モコンの学習び完了したら、旧 OUTPUT MODE ボ 
タンをち5—度押す。 

ボタンび点灯し、 U モコン受発光部からのコマンド出 
力び止まります。 

6 他に学習させたい機能びある場合は、手順2からを繰 
り返す。 

7 旧 OUTPUT MODE ボタンを2砂し义±押したままにす 
る。 

ボタンおよび U モコン受発光部び消好し、本機は通常 
の状態に戻ります。 

正しく学習でをているかどラか、 U モコンを操作して 
確認してください。学習でをていない場合は、を5— 
度手順1からやり直してみてください。 
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主な仕様 

システム 


オーディオ 


周波数特性 

2日 Hz 〜2日 kHz ±日.己服 (LINE 


OUTPUT 、 1 kHz 基準） 

全高調波歪み率 

日.日1 % し i (下 （LINE OUTPUT 、 IkHz ) 

S / N 比 

94服心 (LINE OUTPUT . IHF - A ) 

ク□ストーク 

-8日(旧政下 （ LINE 、 加間、 IkHz 、 


入カショート） 


OdBu = 0.77己 Vrms 

ビデオ 


周波数特性 

己 OHz 〜10 MHz 

COMPONENT/RGB 

周波数特性 

己 OHz 〜 150 MHz 

480 p 、 1080し 

1280 X 1024 60 Hz ( SX 白 A ) 対応 

音芦入力端子 

MIC INPUT 1 . 

〜 4 

端モ形が 

XLR -3-31 タイプ 

回路 

平衡 

基準入カレベル 

—目〇〜一吕 Od 目 U 

最大入カレベル 

— 37 7服 U 

インピーダンス 

2.2 k 0 し义 h 

LINE IN/AV RGB INPUT A 〜 E 

端モ形状 

ピンジャック 

回路 

不平衡 

基準入カレベル 

— 30 〜 OdBu 

最大入カレベル 

+ lOdBu 

インピーダンス 

lOkOUU : 


音声出力端子 


LINE OUTPUT 1〜4 

端モおが ピンジャック 

回路 不平衡 

基準出カレベルー已 dBu 
最大出カレベル+1已 dBu 


負荷インピーダンス1 OkO 上 

SPEAKERS CH-1/2 

端モ形状 ネジ式ター=ナル 

最大出力 ( JEITA )90 W (40、 8 Q ) 

負荷インピーダンス40〜1己 n 

SPEAKERS CH-3/4 

端モ形状 ネジ式ター5ナル 

最大出力 （ JEITA)Lo imp . 選択時：已〇 W (40、 80) 
70 V LINE 選択時： 60 W (820) 
負荷インピーダンス Lo imp . 選択時： 40〜160 

70 V LINE 選択時： 820 〜 lOkQ 


映像入力端子 


AV RGB INPUT VIDEO A 〜 C 

端テ形状 ピンジャック 

信号形式 コンポジット 

レベル 1 Vp-p 

インピーダンス7已〇 


AV RGB INPUT COMPONENT RGB D/E 


端モあ状 HD D - sub 1 已ピン（凹) 

信号お式 RGB /コンポーネント 


レベル 映像信号； 0.7 VP-P 

同期信号：1〜已 V 
インピーダンス映像信号： 7已〇 
同期信号： 47 kQ 


映像出力端子 


OUTPUT COMPONENT/RGB 


端モあ状 HD D - sub 1已ピン（凹) 

信号形式 RGB /コンポーネント 


レベル 映像信号： 0.7 VP-P 

同期信号：1〜已 V 
インピーダンス映像信号： 7已〇 
同期信号： 47 k 0 


OUTPUT VIDEO 

端テお状 ピンジャック 

信号形式 コンポジット 

レベル 1 Vp-p 

インピーダンス7已〇 
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主な仕様 




リモ— 卜！/而ナ 

PROJECTOR CONTROL 


RS -232 C 

D-sub 9ピン（凸） 

CONTROL S IN/OUT 

5こジャツク 

REMOTE 

PARALLEL 

D-sub 2己ピン（凹） 

IN : 

木 ーク接点入力 

Logic : C - M 0 S LEVEL アクティブ L 
入カパルス幅：10日 msecli (上 

OUT : 

オープンコレクタ出力 
耐電圧：+ 24 V 1；(下 
最大シンク電流： 40 mA 

RS -232 C 

D-sub 9ピン（凸） 


その他の端子 

ANT IN a/b 端テ 

BNC DC +9 V を 給電 

+ 48 V 電源 M に INPUT 1 〜4 XLR 端 テへ 給電 

(+ 48 V ON/OFF スイ ツチが ON 時） 

-般 


電源 

AC 100 V 、 己 0/60 HZ 

消費電力 

1 10 W 

外形寸法 

482 X 132 X 357 mm (幅/高さ/與 


行さ）突起部含まず 

質量 

約1 2 kg 

動作温度 

日。 C 〜 4 日。 C 

保存温度 

- 2 日。 C 〜目 0 で 

付属品 

電源 コード （1) 


フッ h (4) 

CD-ROM (1) 

取扱説明書 （1) 

イ呆証書 （1) 

ソニー 業務用製品 ご 相談窓□の ご 案内 

( 1 ) 

別売アクセヴ U — 

UHF アンテナ AN - 820 
UHF シンセヴイヴーチューナーユニット 
WRU -806 

ワイヤレスマイク□ホンシステム UWP - 
X 7/ X 8 


本機は r 高調波電流規格」旧 C 己1 00-3-2 適合品」です。 


お使いになる前に、必ず動作確認を行って<ださい。故 
障その他に伴ラ営業上の機会損失等はな証期間中および 
な証期間経過後にかかわらず、補償はいたしかねますの 
でご了承ください。 


仕様および外観は、改良のため予告な<変更することびあ 
D ますび、ご了承ください。 


主な仕様 
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単イ: mm 


コネクターの仕様 

PROJECTOR CONTROL RS -232 C 端テ/ REMOTE 
RS -2 吕 2 C 端テ 


0(1。。。。。。。。) 〇 

6 9 


ピン番号 

信号 

機能 

1 

FG 

フレーム接地 

2 

RD 

受信データ 

3 

TD 

送信データ 

4 

ER 

未接続 

已 

SG 

信号線グランド 

6 

DR 

未接続 

7 

RS 

未接続 

8 

CS 

未接続 

白 

N. 巳 

未接続 


〇の 


n n n n 



] 

s 

の 

] 


o o 

o o 

1—1 ^~~ 1 - 1 —— 

1 132 1 




ZZ 
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主な仕様 



































































































REMOTE PARALLEL 端テ 



ピン番号 

機能 

1 

GND 

吕 

INPUT 1 

3 

INPUT 2 

4 

INPUTS 

已 

INPUT 4 

6 

INPUT 已 

7 

INPUT 巨 

8 

INPUT 7 

白 

INPUTS 

10 

INPUT 白 

11 

INPUT 10 

12 

GND 

13 

GND 

14 

GND 

]已 

OUTPUT 1 

16 

OUTPUT 2 

17 

OUTPUT 3 

18 

OUTPUT 4 

19 

OU 下 PUT 已 

吕〇 

OUTPUT 巨 

21 

OUTPUT 7 

22 

OUTPUT 8 

23 

OUTPUT 9 

24 

OUTPUT 10 

吕已 

GND 


AV/RGB INPUT COMP 日 NENT/RG 目端テ 


5 



15 11 


ピン番号 

機能 

1 

映像入力 R/R-Y 

2 

映像入力 G/Y 

3 

映像入力 B/B-Y 

4 

接地 

已 

接地 

6 

接地 

7 

接地 

8 

接地 

白 

N. 巳 

10 

接地 

11 

N. 巳 

12 

N. 巳 

13 

複合同期信号/水平同期信号 SYNC/HD 

14 

垂直同期信号 VD 

1已 

N.C 


OUTPUT COMPONENT/RGB 端子 


5 



ピン番号 

機能 

1 

映像出力 R/R-Y 

2 

映像出力 G/Y 

3 

映像出力目/目 -Y 

4 

N.C 

已 

接地 

6 

接地 

7 

接地 

8 

接地 

白 

N.C 

10 

接地 

11 

N.C 

12 

N.C 

13 

複合同期信号/水平同期信号 SYNC/HD 

14 

垂直同期信号 VD 

1已 

N.C 


M に INPUT 1 〜 4 端テ 



3 


ピン番号 

機能 

1 

GND 

2 

HOT 

3 

COLD 


主な仕様 
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K 障かなとおった S 


修理に出す前に、ちラー度点検してください。それでち正常に動作しないとをは、お買い上げ店またはソニーのサービス窓 □ 
にお問い合わせください。 

付属のソフトウエア SRP - X 已 OOP Manager を起動して本体の設定を確認してください。それでも解ミ夫できないときはしツ下 
の項目をチェックして<ださい。 


症状 

原因/巧策 

電源び入らない 

♦ 

電源コードび损けている。 

一電源コードを AC IN 端テとコンセントに奥までしっかり差し込んでください。 

音び出ない 

♦ 

入力調節つまみび絞ってある。 

一つまみを調節して、音量を上げてください。 


♦ 

MASTER 調節つまみび絞ってある。 

-►つまみを調節して、音量を上げてください。 


• 

ROUTING の設定が適切でない。 

一 SRP-X 已日 0P Manager で正しく設定してください。 


• 

SYSTEM TYPE 選択スイッチの設定び間違っている。 

-►正しく設定してください。 

マイクの音び出ない 

• 

TRIM つまみび絞ってある。 

一つまみを調節して、入カレベルを上げてください。 

音び歪む 

• 

入力信号び大さすざる。 

一入力調節つまみを絞って、入カレベルを下げて<ださい。 

映像び出ない 

• 

映像入力信号の設定び適切でない。 

-►映像入力信号を正し < 設定し直して < ださい。 


• 

PROJECTOR PROTO 巳 0L 選択スイッチの言受定わ'':間違ってし、る。 

-►正しく設定してください。 

RS-232C で本機をコント□-ルできない 

• 

ケープルの結線方法び本機の仕様に合っていない。 


• 

RS-232C の各パラ;><一ター設をび本機の仕様に合っていない。 

PROTECTION インジケーターび点なしている 

• 

故障により DC (直流電圧）び SPEAKERS 巳 H-1/2/3/4 端子に流れた。 

- POWER (電源）スイッチを OFF にしてください。 


• 

政下の理由で製品内部の温度び規定値を超えた。 

一接続したスピーカーのインピーダンスび低すざる。 

- POWER (電源）ボタンを OFF にして、適正なインピーダンスのスピーカーに接続し 

直してください。 

一空気吸排気孔（本機左ち側面）びほこりによりふさびれている。 
^掃除機などでほこりを取り除いてください。 


• 

SPEAKER 端テびショートしている。 

- POWER (電源）スイッチを日 FF にして、ショートの原因を取り除いてください。 
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故障かなと思ったら 


保証書とア フターヴービ 
ス 


保証書 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買い上 
げの際お受け取 D ください。 

• 所定の事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大 
切にイ呆巧してください。 


アフターサービス 

調テび悪いときはまずチェックを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べください。 

それでち具合び悪いとさは 

お買い上げ店、または添付の「ソニー業務用製品ご相談窓 
□のご案内」にあるお近くのソニーのサービス窓□にご巧 
談ください。 

な証期間中の修理は 

イ呆証書の記載内容に基づいて修理させていただをます。詳 
しくはな証書をご覧ください。 

な証期間経過をの修理は 

修理によって機能び維持でをる場合、ご要望によ D 有料修 
理させていただをます。 

イ呆証期間中の修理など、アフターサービスについてご不明 
な点は、お近くのソニー営業所にお問い合わせください。 


権利をの許諾を得ることなく、付属のソフトウエアおよび 
取扱説明書の内容の全部または一部を複製ずること、およ 
び付属のソフトウエアを賃貸に使用ずることは、著作権法 
上禁止されておりまず。 

◎ 2004 Sony Corporation 

ソフトウエアを使用したことによるお客様の損害、または 
第己ちか5のいかなる請巧についてち、当社は一切その責 
任を負い兼ねまず。 

J \- ドウエアにトラブルび発生して記録内容の修復び不可 
能になった場合、当社は一切その責任を負い兼ねまず。 
万一、製造上の原因による不良びありました S お取り替え 
いたします。それ!•ソがの責はご容赦ください。 

付属のソフトウエアは、指定された装置!•ソ外には使用でき 
ません。 

付属のソフトウエアの仕様は、改良のため予告なく変更す 
ることびありまずび、ご了承ください。 


正常な使用状態で本製品に故障び生じた場合、当社は本 
製品の保証書に定められた条件に従って修理をいたしま 
す。ただし、本製品の故障、誤動作または不具合によ D 、 
録音、再生などにおいて利用の機会を逸したために発生 
した損害等の付随的損害の補償については、当社は一切 
その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。 


保証書と アフターサービス 
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お問い合わせは 

ソニー業務用商品相談窓□のご案内」にある窓□へ 

ソニー 株式会社 〒 1 08-0075 東京都港区港南1 -7- 1 


http :// www . sony . co . jp / 



